
荘

卿Ａ１必必罰
、
も
服
釦
年
の
歴
史
″
展
と
〃
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
の
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
子

供
服
飾
展
″
が
開
か
れ
、
当
時

の
手
作
り
の
技
術
の
す
ば
ら
し

綴Ｉ

篭騨

供
た
ち
も
大
は
し
ゃ
ぎ
。

神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ァ
ホ
テ
ル
で

は
３
日
間
〃
フ
ァ
ミ
リ
ア
こ
ど

☆
フ
ァ
ミ
リ
ア

ポ
ー
ト
ピ
ア
刊
で
賑
や
か
に

フ
ァ
ミ
リ
ア
は
５
月
焔
Ⅱ
’

四
日
ま
で
、
連
日
賑
わ
っ
て
い

る
ポ
ｉ
ト
ピ
ア
剛
の
協
賛
諸
行

事
を
行
っ
た
。

ま
ず
焔
日
午
前
皿
時
か
ら
会

場
内
国
際
広
場
で
各
国
の
子
供

た
ち
約
加
名
を
招
い
て
〃
フ
ァ

ミ
リ
ア
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
チ
ル
ド
レ
ン
ズ
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
〃
を
開
催
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
〃
お

母
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
〃
の
人
気

者
ブ
ン
ブ
ン
や
つ
れ
き
ち
た
ち

も
来
演
、
ス
ヌ
ー
ピ
ー
や
フ
ァ

ミ
ち
ゃ
ん
、
リ
ア
ち
ゃ
ん
と
一

緒
に
歌
っ
た
り
踊
っ
た
り
、
子

●
シ
ョ
ッ
プ
ト
ピ
ッ
ク
ス

☆
５
月
調
日
、
近
鉄
八
尾
駅
前
に
「
西

武
・
八
尾
」
が
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｎ
ｏ
１
Ｆ
「
水

時
計
の
広
勘
」
前
に
婦
人
カ
ジ
ュ
ア
ル

シ
ョ
ッ
プ
「
デ
イ
ジ
ｉ
・
ス
ギ
ヤ
」
、

Ｂ
１
食
品
フ
ロ
ア
に
夙
月
堂
、
モ
ロ
ゾ

フ
、
ユ
ー
ハ
イ
ム
、
ヒ
ロ
タ
、
本
高
砂

屋
、
ゴ
ン
チ
ャ
ロ
フ
、
甲
南
液
本
舗
、

蛸
の
壷
の
各
店
が
出
店
し
て
い
ま
す
。

７焔西だ寄おはしにお
２智武さり立ぜのお近
９０八いくちひ折趣く

さ
が
披
露
さ
れ
た
。
同
時
に
夏

服
と
し
て
初
登
場
す
る
マ
リ
ア

の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
も
開

か
れ
、
．
ハ
ワ
イ
の
明
る
い
太
陽

を
感
じ
さ
せ
る
よ
う
な
リ
ゾ
ー

ト
ド
レ
ス
が
早
く
も
真
夏
の
海

の
ム
ー
ド
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
。

★
〃
ア
ン
ナ
ベ
ラ
″
で

レ
デ
ィ
ー
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

御
影
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
２
Ｆ

の
リ
ス
ト
ラ
ン
テ
〃
ア
ン
ナ
ベ

ラ
″
で
は
、
女
性
を
対
象
に
、
｜

「
イ
タ
リ
ア
料
理
と
カ
ン
ツ
ォ

ー
ネ
を
楽
し
む
会
」
を
企
画
。

第
１
回
目
が
５
月
四
日
に
開

か
れ
、
印
名
の
女
性
が
参
加
、

シ
ェ
フ
特
選
の
本
格
的
な
イ
タ

神
戸
百

噸
で
ｍ
ｎ
害

鶏
蕊
鍵
一
灘

第１回パーティーより９

' 昭 i 諦唱

篭 動
Ｆ
』
雲
扇
い
い
沙
Ｑ
、

店
会
だ
よ
り

大はしゃぎの子供たち

ﾔ ｰ ｰ

リ
ア
料
理
の
コ
ー
ス
と
、
桑
村

一
郎
氏
の
カ
ン
ツ
ォ
ー
ネ
を
楽

し
ん
だ
。
イ
タ
リ
ア
の
風
土
と

文
化
の
話
や
料
理
に
ま
つ
わ
る

エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
毎
回
テ
ー
マ

を
変
え
て
有
意
義
な
話
も
予
定

さ
れ
て
い
る
。

画
開
悩
予
定

第
３
回
７
月
幻
日
（
火
）
超
・
釦
ｌ
釦
・
”

第
４
回
９
月
翠
日
（
火
）
〃

第
５
回
、
月
加
日
（
火
）
〃

第
６
回
ｎ
月
Ⅳ
日
（
火
）
〃

会
費
／
１
回
に
つ
き
３
，
８
０
０
円

（
税
金
、
お
飲
物
を
含
み
ま
す
）

定
員
／
釦
名
械
（
申
込
み
先
着
順
）

申
込
方
法
／
官
製
ハ
ガ
キ
に
希
望
日
、
住

所
、
氏
名
、
電
話
香
春
を
記
入
の
上
、
左

記
宛
郵
送
し
て
下
さ
い
。
ア
ン
ナ
ベ
ラ
で

も
直
接
受
け
つ
け
て
い
ま
す
。

リ
ス
ト
ラ
ン
テ
〃
ア
ン
ナ
ベ
ラ
〃
担
当
高

柴
〒
既
神
戸
血
眼
灘
区
御
形
山
手
１
１
２

１
，
宮
（
０
７
８
）
８
２
２
１
１
７
７
７

モ
ロ
ゾ
フ
（
株
）
販
促
部
Ｃ
Ｒ
課
担
当
弘

瀬
〒
剛
神
戸
市
束
灘
区
御
影
本
町
６
１
ｕ

‐
四
（
宮
０
７
８
）
８
５
１
１
１
５
９
４
代

☆
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
パ
ー
ク
に
夏

太
陽
と
海
セ
ブ
島
展

い
よ
い
よ
夏
の
到
来
、
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
パ
ー
ク
の
お
店
は
個

性
を
き
そ
っ
た
ト
ロ
ピ
カ
ル
な

リ
ゾ
ー
ト
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
展

開
し
て
い
る
。
加
え
て
広
場
で

は
５
月
泌
日
’
６
月
哩
日
ま
で

〃
太
陽
と
海
セ
ブ
島
展
〃
が
開

か
れ
、
ビ
デ
オ
と
写
真
で
南
国

ム
ー
ド
あ
ふ
れ
る
セ
ブ
島
が
紹

蛸
の
壷
・
９
７

・
０
１
１
１
大
代
表

☆
神
戸
夙
月
堂
が
数
々
の
捕
果
子
の
巾

か
ら
選
び
ぬ
い
て
詰
砂
合
わ
せ
ま
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
風
味
が
ス
イ
ー
ト
な

湖
べ
を
奏
で
ま
す
。
ス
イ
ー
ト
シ
ン
フ

ォ
ニ
ー
。
￥
２
，
０
０
０
、
￥
３
，
０

０
０
￥
５
，
０
０
０

★
ユ
ー
ハ
イ
ム
か
ら
お
し
ゃ
れ
な
贈
り

物
、
ケ
ー
キ
と
ソ
ー
ス
の
詰
吻
合
せ
。

ヨ
ー
グ
ル
ト
ケ
ー
キ
、
レ
ア
チ
ー
ズ
ケ

ー
キ
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
ム
ー
ス
に
ハ
イ

デ
ル
ベ
ア
ソ
ー
ス
や
キ
ル
シ
ュ
ソ
ー
ス

を
た
っ
ぷ
り
と
か
け
て
お
烈
料
し
上
が
り

下
さ
い
。
￥
２
，
２
０
０

☆
ド
ン
ク
か
ら
ク
ー
ル
デ
ザ
ー
ト
新
発

売
。
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
フ
ロ
ア
は
コ
ー
ヒ

ー
ゼ
リ
ー
、
メ
ロ
ン
ゼ
リ
ー
、
オ
レ
ン

ジ
ゼ
リ
ー
、
ワ
イ
ン
ゼ
リ
ー
の
詰
合
せ

で
す
。
８
コ
諾
￥
１
，
４
０
０
、
狸
．

諸
￥
２
，
１
０
０
、
恥
．
諸
￥
２
，
８

０
０
、
鋤
．
詰
￥
３
，
５
０
０

★
フ
ァ
ミ
リ
ア
が
創
立
釦
周
年
を
記
念

し
、
東
京
・
大
阪
で
開
催
し
た
可
愛
い

加
年
の
モ
ー
ド
梢
景
で
つ
づ
る
〃
フ
ラ

ン
ス
子
供
服
飾
展
〃
か
ら
抜
粋
し
た
ポ

ス
ト
・
カ
ー
ド
を
新
発
売
。
Ａ
（
ｎ
枚

セ
ッ
ト
）
￥
７
０
０
／
Ｂ
（
８
枚
セ
ッ

ト
）
￥
５
０
０
／
Ｃ
（
５
枚
セ
ッ
ト
）

￥
３
０
０

マリアのブラドレス

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



●

画
、
今
、
会
員
を
募
集
中
。

回
出
発
Ｈ
／
７
月
調
日
（
木
）
会
員
特
別

価
絡
／
９
８
，
０
０
０
円
お
巾
し
込
み

先
／
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
パ
ー
ク
ト
ラ
ベ
ル
サ

ロ
ソ
官
（
０
７
８
）
３
９
２
１
１
７
３
５

☆
Ｆ
の
岸
娼
当
己
再
得
ば
邑
自
・
閏

〃
湯
井
一
葉
パ
リ
祭
″

北
野
ク
ラ
ブ
恒
例
の
〃
湯
井

一
葉
パ
リ
祭
″
が
７
月
岨
、
凪
、

皿
日
に
開
か
れ
る
。
２
Ｆ
レ
ス

ト
ラ
ン
で
食
事
後
、
１
Ｆ
ナ
イ

ト
ク
ラ
ブ
で
シ
ョ
ー
と
ダ
ン
ス

が
楽
し
め
る
。

介
さ
れ
た
。
Ｕ
Ｃ
Ｃ
ハ
イ
ビ
ス

カ
ス
ド
リ
ン
ク
・
サ
ー
ビ
ス
も

人
気
を
呼
ん
で
い
た
。

ま
た
、
セ
ブ
島
レ
デ
ィ
ス
・

ス
ペ
シ
ャ
ル
５
日
間
の
旅
も
企

★
第
２
回
〃
も
と
ま
ち
ア
イ
ド
ル
レ
デ
ィ
ー
″
決
定
ノ
．

蕊識÷Ｚ駕欝了覇壷蕊菱基二癖識

在に至る。愛妻家の評判が高くやよ
い夫人との間には６才を頭に４才、
１才となんと３児の父。スキーとジ
ヨッキングが趣味で、全国を東奔西
走の忙しい毎日だが家族とのコミュ
ニケーションを大切にしている。抱
負をひと言ミガンバルゾ〃ミ東灘区
御影在住。畝弥吉社長の御子息｡

神戸･ 元町アイドルレディー

レディースもとまちコンテスト

・
蕊
謝
蕊
熱
，
悪
嘩
鍵
騨
蔦
蕊
熟
齢
皐
騨
溌
識

夏っぽさを演出

★ｳ ﾈ の新店長さん登場甲南大学経済学部卒業後、安宅産業
畝吉信さん３１才へ入社、５年勤めた後ウネに入り現

牧さん杉岡水谷すみれさん

画
蛎
１
回
デ
ィ
ナ
ー
タ
イ
ム
Ｐ
Ｍ
５
１
６

。
”
シ
ョ
ー
タ
イ
ム
Ｐ
Ｍ
７
・
鯛
１
８

・
妬
第
２
回
デ
ィ
ナ
ー
タ
イ
ム
Ｐ
Ｍ
７

１
８
．
釦
シ
ョ
ー
タ
イ
ム
Ｐ
Ｍ
９
・
妬

１
，
．
幅

会
費
／
１
６
，
０
０
０
円
（
コ
ー
ス
デ
ィ

ナ
ー
と
フ
ラ
ン
ス
ワ
イ
ン
、
シ
ョ
ー
チ
ャ

ー
ジ
、
税
サ
込
）
テ
ー
ブ
ル
の
ご
予
約
は

お
早
目
に
係
坂
本

元
町
の
各
種
Ｐ
Ｒ
行
事
に
花

を
添
え
る
〃
も
と
ま
ち
ア
イ
ド

ル
レ
デ
ィ
ー
″
の
最
終
審
査
が

５
月
９
日
、
風
月
堂
５
Ｆ
ホ
ー

ル
で
行
わ
れ
た
。
元
町
地
区
Ｐ

Ｒ
委
員
会
（
山
端
一
夫
会
長
）

が
昨
年
か
ら
始
め
た
企
画
で
、

阪
神
間
の
記
才
ま
で
の
未
婚
女

性
を
対
象
に
公
募
し
、
今
回
は

剛
名
が
応
募
、
書
類
選
考
の
上

加
名
が
最
終
審
査
に
残
っ
た
。

こ
の
日
は
、
商
店
街
や
百
貨

店
の
代
表
な
ど
皿
名
の
審
査
員

を
前
に
、
面
接
、
歩
き
方
な
ど

で
審
査
を
受
け
、
東
灘
区
在
住

家
事
手
伝
い
水
谷
す
み
れ
さ
ん

（
皿
）
、
芦
屋
市
在
住
甲
南
大

生
杉
岡
牧
さ
ん
（
虹
）
、
宝
塚
市

在
住
芦
屋
大
生
三
村
直
美
さ
ん

（
卯
）
の
３
人
が
ア
イ
ド
ル
レ

デ
ィ
に
決
ま
り
、
ハ
ワ
イ
旅
行

な
ど
の
賞
品
を
手
に
し
て
、
「
と

て
も
う
れ
し
い
」
と
大
喜
び
。

な
お
、
こ
の
３
人
は
元
町
の
公

式
行
事
に
一
年
間
活
躍
す
る
。

新製品コーナー

●●

クリンツイ

ゴンチャロフ特製のフレッシュバ
ターをたっぷり使って焼き上げま
した。パリッと香ばしく、まるや
かな味わいです。四季を通しての
ご進物に、パーティにティータイ
ムにご愛用下さい。
￥500(12枚入)～￥３，０００(72枚入）

湯井一葉さん

‘‐箪灘鼠
牌

三村直美さん

朝
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る
会
」
（
い
い
ぎ
り
ゆ
き
代
表
）

ポ
ケ
ッ
ト

ジ
ャ
ー
ナ
ル

ジ
ア
人
の
保
母
さ
ん
の
養
成
な

１
１４８
１鵬

切
手
ア
ル
バ
ム
の
販
売
を
″

み
な
さ
ん
が
、
誕
生
旧
あ
り
が
と
う

連
動
に
と
心
を
こ
勘
て
ハ
サ
ミ
を
い
れ

て
送
っ
て
い
た
だ
い
た
使
凧
済
切
手
は

毎
日
多
く
の
方
か
ら
届
け
ら
れ
ま
す
。

こ
の
使
用
済
切
手
は
、
多
く
の
張
婦

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
手
に
よ
っ
て
、
分
類

と
誰
理
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
黒
い
台
紙
に
ア
ル
バ
ム
風

に
並
べ
、
ポ
リ
袋
に
い
れ
た
美
し
い
切

祇
帳
が
で
き
ま
し
た
。

日
本
の
記
念
切
手
と
外
国
切
手
で

す
。ｎ

本
の
記
念
切
手
は
、
昔
ぱ
な
し
・

国
立
公
園
・
魚
介
と
い
う
よ
う
に
、
各

シ
リ
ー
ズ
別
に
セ
プ
・
犀
・
し
て
い
ま
す
。

外
国
切
手
は
、
名
国
別
と
五
十
か
国

五
・
・
・
煎
類
と
い
う
よ
う
に
セ
ッ
ト
し
て

い
ま
す
。

値
段
は
、
百
円
１
千
円
で
、
市
価
よ

り
う
ん
と
格
安
に
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
在
駆
三
千
バ
ケ
ツ
・
卜
・
で
、
凡

遮
千
パ
ケ
ッ
ト
で
す
。

今
ま
で
幼
雅
圃
や
教
会
の
バ
ザ
ー
や

そ
の
他
の
催
物
で
販
売
し
て
き
ま
し
た

が
、
な
か
な
か
好
評
で
す
。
特
に
子
ど

も
さ
ん
が
多
く
こ
ら
れ
る
催
物
は
や
よ

く
売
れ
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
の
関
係
さ
れ
る
バ
ザ
ー
や

鮒
物
な
ど
の
冬
種
会
合
の
場
で
、
こ
の

切
手
ア
ル
バ
ム
を
売
っ
て
く
だ
さ
い
。

販
売
し
て
い
た
だ
く
粉
合
は
、
一
割

程
度
の
手
数
料
も
港
え
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
、
お

ね
が
い
い
た
し
ま
す
。

問
合
わ
せ
は
、
左
記
ま
で

挺
生
日
あ
り
が
と
う
連
動
本
部

剛
神
戸
市
中
央
区
御
幸
通
八
’
一
’
六

神
戸
国
際
会
館
一
階
の
郵
便
局
の
隣

酋
一
一
五
一
’
八
一
六
一
内
線
三
一
六
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ハ
〃
の
挨
拶
で
散
会
、
集
ま
つ
：
‐
‐
：
・
・
ｊ
・

：
県
立
神
戸
一
女
帥
周
年
式
典

や
。
１
Ｊ
。
・
今
●
、
’

た
伽
人
近
い
ハ
ワ
イ
フ
ァ
ン
は

第
一
回
兵
教
組
文
化
賞
を
受
賞

真
夏
気
分
を
満
喫
し
て
い
た
。

さ
れ
た
十
河
厳
さ
ん
が
５
月
３

１
の
代
表
運
営
委
員
な
ど
と
し

☆
喜
寿
を
迎
え
た
十
河
厳
さ
ん

て
幅
広
く
文
化
運
動
を
進
め
、

１
１４９
１

「
釦
回
記
念
油
絵
個
展
」

~一手鵜司！ ひ
ょ
う
ご
芸
術
文
化
セ
ン
タﾐ 両陛下アメリカ訪門亀の前で

歌は世につれ世は

レントオール兵庫店

図
書

ガ
イ
ド

錨
世
界
の
客
船

山
田
越
生
・
池
田
良
漣綴

船
旅
フ
ァ
ン
、
商
船
ブ
ァ
ン
を
対
象

に
ミ
ニ
管
、
諾
「
船
と
港
」
老
発
行
し

て
い
る
紬
キ
チ
が
、
現
在
倣
界
で
祇
陥

中
の
五
千
総
ト
ン
以
’
足
の
騨
船
を
網
羅

し
た
群
珊
の
邪
典
を
作
『
た
こ
の
種

の
写
真
巣
は
数
多
く
刊
行
さ
れ
て
い
る

が
、
本
嘗
は
塊
役
客
船
の
ほ
と
ん
ざ
を

収
雛
し
て
お
り
巡
行
船
会
社
の
リ
ス
ト

も
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
で
、
砂
究
鎮
に

と
っ
て
も
船
旅
を
計
両
し
て
い
る
人
に

も
便
利
な
内
容
に
な
２
」
い
る
。
雄
町

・
海
入
堂
苫
店
に
て
販
売
巾
．
。

夢
見
沙
羅
（
現
代
俳
句
の
百
冊
４
）

錘
…
，
琉
侭
彫

。
熟
．
＃
・
鈍
さ
．

緯
州
継
》
鱗
》
鱗

批
判
的
リ
プ
リ
ズ
ム
に
し
ふ
愚
生
活
俳

句
の
実
盛
老
提
唱
し
句
誌
ｉ
背
玄
・
を

中
心
に
輔
広
い
活
動
を
行
な
っ
て
い
る

薯
新
の
第
五
句
姫
。
過
去
５
年
間
に
詠

ん
だ
花
に
関
わ
る
句
掻
渉
猟
し
た
も
の

で
、
八
飛
花
落
莱
の
あ
わ
れ
Ｖ
を
愛
惜

す
る
心
が
人
間
に
も
側
わ
昌
し
い
る
。

細
鎚
拾
っ
て
ば
か
り
、
次
の
遡
上
憧
侭

巻
水
に
は
赤
松
斌
子
の
解
説
．
年
譜

批
判
的
リ
ァ
リ
ズ
ム
に
し
ふ
愚
生

蒋
新
の
第
五
句
姫
。
過
去
５
年

ん
だ
花
に
関
わ
る
句
掻
渉
猟
し

で
、
八
飛
花
落
莱
の
あ
わ
れ
Ｖ

す
る
心
が
人
間
に
も
側
わ
昌
」

細
鎚
拾
っ
て
ば
か
り
、
次
の
遡
上
憧
哩

巻
水
に
は
赤
松
斌
子
の
解
説
．
年
誰

も
付
け
ら
れ
て
雑
切
な
内
群
で
あ
る
。

（
８
８
０
円
・
製
代
俳
句
漣
会
）
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そ
し
て
、
そ
の
計
画
を
拡

大
し
た
も
の
と
し
て
、
六
甲

ア
イ
ラ
ン
ド
が
着
々
と
造
成

さ
れ
つ
つ
あ
る
。
こ
れ
で
神

戸
の
街
が
海
に
広
が
り
、
都

市
部
の
幅
が
で
き
た
。

神
戸
は
港
な
し
で
は
成
立

た
な
い
街
だ
と
い
え
る
。

そ
し
て
、
こ
の
神
戸
の
港

の
原
点
は
大
輪
田
の
泊
で
あ

り
、
兵
庫
の
津
な
の
で
あ
る
。

前
号
か
ら
兵
庫
を
テ
ー
マ

に
し
た
頁
を
設
け
た
。

創
世
紀
の
未
来
都
市
を
め

ざ
す
神
戸
で
は
あ
る
が
、
ま

た
、
古
い
歴
史
も
大
切
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

人
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
る
。

５
月
巧
、
蝿
日
の
両
日
に
は
先

着
測
名
に
粗
品
が
贈
ら
れ
、
一

周
年
が
祝
わ
れ
た
。

☆
今
年
も
エ
ラ
イ
ヤ
ッ
チ
ャ
ノ
．

力
モ
カ
連
で
踊
り
あ
か
そ
う

阿
波
お
ど
り
の
季
節
が
近
づ

く
と
尻
の
あ
た
り
が
ム
ズ
ム
ズ

す
る
と
い
う
神
戸
っ
子
諸
君
へ

カ
モ
カ

六
○
ｍ
ｍ
で
○
の
「

め
の
く
つ
ろ
ぎ
の
ス
ペ
ー
ス
と

し
て
お
馴
染
み
に
な
っ
た
〃
ば

つ
ぱ
コ
ー
ナ
ー
〃
が
５
月
晦
日

に
一
周
年
を
迎
え
た
。
専
売
公

社
神
戸
営
業
所
が
消
費
者
サ
ー

ビ
ス
の
一
つ
と
し
て
シ
ョ
ー
ル

ー
ム
に
パ
イ
プ
の
キ
ー
プ
ポ
ッ

ク
ス
や
休
息
コ
ー
ナ
を
設
け
た

も
の
だ
が
愛
煙
家
の
間
で
大
変

好
評
。
新
谷
英
夫
さ
ん
の
壁
画

「
瑞
雲
」
も
完
成
し
て
訪
れ
る

☆
待
望
の
「
田
辺
聖
子
長
篇
全
集
」
全

通
巻
が
文
芸
春
秋
よ
り
刊
行
さ
れ
ま

す
。
各
巻
に
単
行
本
２
冊
分
を
収
録
し

た
ボ
リ
ュ
ー
ム
感
の
あ
る
二
本
立
て
で

頁
数
平
均
伽
頁
／
判
型
四
六
判
／
造
本

表
紙
布
製
浦
入
り
／
定
価
平
均
一
八
○

○
円
。
第
１
回
配
本
は
六
月
下
旬
で

「
し
ん
こ
細
工
の
猿
や
唯
」
「
朝
ご
は

ん
ぬ
き
？
」
を
併
録
。
第
２
回
配
本
は

７
月
下
旬
。
港
コ
ー
ペ
の
女
性
を
描
い

た
「
ダ
ン
ス
と
空
想
」
が
予
定
さ
れ
て

い
る
。
装
画
は
灘
本
唯
人
氏
。

☆
足
立
巻
一
氏
の
「
夕
媒
れ
に
弾
を
抗

え
て
」
が
、
新
棚
社
よ
り
こ
の
ほ
ど
刊

行
さ
れ
ま
し
た
。
定
価
は
一
○
○
○

円
。姉

妹
誌
月
刊
「
オ
ー
ル
関
西
」
に
約

二
年
連
戦
さ
れ
て
い
た
作
砧
で
、
休
刊

に
よ
り
中
断
、
の
ち
に
欺
誌
「
六
甲
」

に
統
稲
述
職
さ
れ
て
稲
了
し
た
と
い
う

作
品
で
あ
り
ま
す
。
麓
而
は
津
高
和
一

氏
。☆

金
子
真
珠
の
御
影
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ

店
長
の
山
本
誠
造
さ
ん
は
五
月
よ
り
新

し
い
福
岡
店
の
店
長
に
着
任
。
後
任
に

は
、
田
河
学
さ
ん
が
就
任
さ
れ
ま
し

た
。☆

関
西
ス
ポ
ー
ツ
カ
ー
ク
ラ
ブ
の
、
田

中
松
雄
会
長
が
こ
の
程
辞
任
さ
れ
、
後

任
に
、
山
内
穂
会
長
が
就
任
さ
れ
ま
し

た
。
副
会
長
／
西
川
純
／
矢
吹
圭
造
／

中
本
正
章
／
八
事
務
局
長
Ｖ
小
林
修
治

〒
蝿
西
宮
市
甲
子
園
ロ
四
丁
Ｈ
二
十
二

稀
二
十
三
号
中
田
ビ
ル
二
階
。

☆
女
性
初
の
市
会
議
員
と
し
て
活
蹴
さ

れ
た
中
村
千
餌
子
さ
ん
が
、
５
月
超
Ｒ

に
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。
心
よ
り
ご
埋

福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

☆
中
川
衣
裳
店
八
セ
ン
タ
ー
街
Ｖ
の
取

締
役
社
長
中
川
品
子
さ
ん
が
亡
く
な
ら

れ
、
葬
儀
は
東
極
楽
寺
で
５
月
皿
、
に

と
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
喪
主
は
孫
の
中

川
謹
さ
ん
。
心
よ
り
ご
其
禰
を
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。

花時計
「
兵
庫
」
の
町
を
探
る

い
ま
、
神
戸
は
ポ
ー
ト
ピ

ア
団
が
ひ
ら
か
れ
賑
わ
っ
て

い
る
。
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド

と
い
う
人
工
島
は
本
来
港
湾

用
地
と
し
て
造
成
さ
れ
た
粥

の
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
、
ポ

ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
が
い
ま
あ

る
の
は
雄
大
な
港
湾
計
画
の

賜
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

/≦隅

新谷さんに感謝状

一
て
い
る
。
島
へ
ご
案
内
。
５
年
目
を
記
念

Ｈ
に
は
先
し
て
孟
さ
ん
の
漫
画
を
入
れ
た

ぢ
れ
、
一
揃
い
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
も
出
来
あ
が

り
、
大
い
に
の
り
ま
く
っ
て
い

る
。
出
発
は
８
月
廻
日
午
前
ｎ

．
ツ
チ
ャ
ノ
．
時
、
参
加
ご
希
望
の
方
は
申
し

一
あ
か
そ
う
込
み
を
早
目
に
。

４
節
が
近
づ
卵
し
趣
羅
睦
Ⅱ
》
坤
枢
恥
価
軸
鵡
剛
翠
ｌ

》
ム
ズ
ム
ズ
☆
北
野
天
神
で
外
人
バ
ザ
ー
ル

子
諸
君
へ
若
者
の
町
北
野
で
７
月
泌
日

カ
モ
ヵ
蛎
日
の
両
日
に
北
野
国
際
祭
が

連
（
発
開
か
れ
る
。
プ
リ
ン
ス
コ
ー
ト

ッ
起
人
、
の
三
浦
明
定
さ
ん
と
ジ
ェ
ィ
・

野
田
辺
聖
グ
ラ
ッ
ク
さ
ん
の
企
画
で
、
在

函
子
夫
妻
神
の
外
人
さ
ん
た
ち
が
集
ま
つ

司
高
橋
孟
て
、
ハ
ザ
ー
ル
を
や
っ
た
り
、
音

力
）
が
今
楽
演
奏
、
盆
踊
り
と
楽
し
い
企

年
も
真
画
が
目
白
お
し
。
場
所
は
北
野

夏
の
徳
天
神
の
境
内
だ
。

計
画
を
拡
な
ぜ
か
、
次
第
に
東
漸
す
一

て
、
六
甲
る
神
戸
の
な
か
で
、
も
う
一
一

々
と
造
成
度
、
歴
史
を
ふ
り
か
え
り
、
一

こ
れ
で
神
そ
こ
か
ら
、
ま
た
、
新
し
い
一

か
り
、
都
発
想
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
《
一

た
。
い
の
で
は
な
い
か
。

で
は
成
立
歴
史
を
大
切
に
す
る
と
い
一

え
る
。
う
の
は
懐
古
的
に
な
る
と
い
一

神
戸
の
港
う
こ
と
で
は
な
い
。

の
泊
で
あ
奈
良
朝
の
頃
か
ら
の
天
然
一

〉
で
あ
る
。
の
良
港
で
あ
っ
た
大
輪
田
の

を
テ
ー
マ
泊
の
歴
史
や
中
世
か
ら
の
兵

た
。
庫
の
町
を
探
り
な
が
ら
、
新

都
市
を
め
し
い
兵
庫
の
姿
を
創
造
す
る

る
が
、
ま
こ
と
も
、
未
来
都
市
神
戸
の

大
切
に
し
大
き
な
課
題
だ
と
思
う
の
だ

い
。
が
ど
う
だ
ろ
う
。
八
Ｙ
Ｖ

１
１５０

鋤恩力嘩
憲
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１５１

壁の穴知識袋V O L －１（その１）

スパゲティのルーツ

みなさん. ノスパゲティはもともとどこの食べものと思われますか？

｢ イタリアに決まってるじゃないの」とほとんどの皆様がお答えになるでしょうね。

ところが．. …･ 意外や意外. / 実は中国で生まれたのです。

紀元前2 0 0 ～3 0 0 年中鵬１人はミドウミと言われる粉を棒状にして食べていました。

それがスパケティの祖先( ルーツ) なのです。

その後蒙古軍の遠征によってヨーロッパにもたらされ、イタリア特産のデュラム小

麦を材料として現在のスパゲティに生まれ変わりました。そしてスパゲティといえ

ばイタリア、イタリアといえばスパゲティと言われる位、有名になったのです。

ですから、拷様がスパゲティはイタリアが本場と思われるのも無理はありません。

東京･ 渋谷スパゲティ専門店

＜三宮店＞
中央区三宮町１－５サンロイヤル神戸１０Ｆ（さんプラザ）

T E L O 7 8 - 3 3 2 - 4 5 5 1
営業時間1 1 ＡＭ～９ＰＭ第１．３月曜休

※' ７月２日京都店オープンいたします。四条河原町高島屋７Ｆ･ 京都におこしのせつは是非お立ち寄り下さい。
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け
て
、
本
当
に
厭
に
な
っ
ち
ゃ
う
、
と
軽
口
を
叩
く
調
子
で
嘆
い

て
み
せ
た
。

「
そ
う
？
」

疑
わ
し
そ
う
に
次
男
は
見
返
し
た
。
だ
が
寝
不
足
を
表
わ
し
て

八
最
終
回
Ｖ

昨
夜
、
次
男
は
何
度
も
台
所
に
下
り
て
き
て
、
お
茶
を
入
れ
た

り
、
お
菓
子
を
つ
ま
ん
だ
り
し
て
落
着
か
な
か
っ
た
。

「
親
父
、
本
気
で
出
て
行
っ
た
の
？
」

次
男
は
さ
り
気
な
く
切
り
出
し
た
。

「
そ
う
ら
し
い
よ
」

範
子
も
あ
っ
さ
り
と
答
え
た
。

「
馬
鹿
な
親
父
だ
。
放
つ
と
け
よ
、
す
ぐ
に
帰
っ
て
く
る
か
ら
：
．

。
。
。
」と

範
子
を
い
た
わ
る
よ
う
に
言
っ
た
。
父
に
便
乗
し
て
お
す
し

し
た
こ
と
が
あ
る
の
よ
・
本
当
よ
・
そ
い
で
、
せ
い
せ
い

で
戻
っ
て
く
る
ん
だ
か
ら
．
．
…
・
」

口
泳
５
回
神
戸
女
流
文
学
賞
受
賞
作
品
〈
原
題
「
痕
跡
」
〉

「
心
配
す
る
こ
と
は
な
い
の
よ
・
今
に
始
ま
っ
た
こ
と
じ
ゃ
な
い

心

を
食
べ
な
か
っ
た
後
ろ
め
た
さ
も
感
じ
て
い
る
ら
し
か
っ
た
。

わ
。
こ
れ
ま
で
何
回
か
、
お
父
さ
ん
は
あ
あ
や
っ
て
気
晴
ら
し
を

久
保
田
匡
子

絵
／
田
中
一
好

１
１５２
１

慌
し
く
支
度
を
し
て
出
て
行
き
か
け
る
次
男
に
範
子
は
話
し
か

し
た
顔

流
れ
る
素
ロ
ゴ 苗
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腫
れ
ぽ
つ
た
い
そ
の
険
が
、
ぽ
っ
と
明
か
る
む
の
を
彼
女
は
見
逃

が
さ
な
か
っ
た
。

し
ば
ら
く
の
間
、
範
子
は
気
落
ち
が
し
て
ぼ
ん
や
り
と
坐
っ
て

い
た
。
子
供
に
言
っ
た
こ
と
は
、
案
外
、
登
の
真
実
を
衝
い
て
い

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
今
日
ま
で
の
息
の
詰
ま
る
思
い
の
重

苦
し
い
葛
藤
は
、
登
の
こ
の
一
片
の
紙
が
舞
う
に
似
た
恋
意
の
行

動
に
手
も
な
く
組
み
込
ま
れ
て
、
何
ほ
ど
の
こ
と
も
な
い
と
い
う

気
が
し
て
く
る
。
範
子
は
か
つ
て
よ
く
似
た
経
験
を
味
わ
っ
た
こ

と
が
あ
っ
た
、
と
遠
い
過
去
を
ま
さ
ぐ
っ
て
い
た
。

弘
子
の
家
出
だ
っ
た
。
弘
子
は
実
母
が
死
ん
で
一
年
も
た
た
ぬ

の
に
、
若
い
継
母
を
迎
え
入
れ
た
父
に
反
抗
し
て
家
出
を
試
み

た
。
弘
子
と
知
り
合
っ
た
新
入
学
の
年
の
夏
休
み
だ
っ
た
。
一
日

で
弘
子
は
家
に
戻
っ
た
。
そ
れ
ま
で
取
り
し
き
っ
て
き
た
家
事
を

継
母
の
手
に
委
ね
る
の
が
無
念
だ
と
い
う
の
が
、
家
出
を
中
止
し

た
理
由
だ
と
言
う
。
そ
れ
よ
り
も
範
子
を
驚
か
せ
た
の
は
、
夏
休

み
で
ち
ょ
う
ど
よ
か
っ
た
わ
、
と
弘
子
が
何
気
な
く
言
っ
た
言
葉

だ
っ
た
。
登
を
年
端
も
い
か
な
い
弘
子
と
並
べ
る
滑
稽
さ
を
範
子

は
覚
え
な
か
っ
た
。
登
の
家
出
を
単
な
る
外
泊
と
考
え
た
い
気
持

が
底
に
あ
っ
た
。
深
刻
な
事
態
と
は
思
い
た
が
ら
な
い
範
子
の
心

が
、
弘
子
に
抱
い
た
救
わ
れ
た
よ
う
な
気
軽
な
戸
惑
い
を
、
そ
っ

く
り
現
在
に
移
し
合
わ
せ
て
い
た
。

こ
れ
以
上
傷
つ
い
た
り
、
不
安
に
苛
ま
れ
る
の
は
ご
免
だ
っ

た
。
け
れ
ど
も
、
や
は
り
登
は
放
っ
て
お
け
ば
、
嫌
悪
や
、
悲
憤

を
内
に
増
殖
さ
せ
て
、
自
身
の
力
で
は
制
御
が
出
来
な
く
な
る
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。

範
子
は
登
の
会
社
に
電
話
を
か
け
よ
う
と
し
て
、
今
日
が
土
曜

岡
だ
っ
た
の
に
気
が
つ
い
た
。
隔
週
の
土
曜
は
休
み
な
の
だ
が
、

登
は
勝
手
に
出
勤
し
た
り
し
て
定
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
。
も
し
誰

も
い
な
い
会
社
に
一
人
だ
け
出
勤
し
て
い
る
登
に
、
朝
か
ら
電
話

を
入
れ
れ
ば
、
ど
ん
な
返
辞
が
返
っ
て
く
る
か
は
手
に
取
る
よ
う

に
わ
か
っ
て
い
る
。
昼
ま
で
待
と
う
、
そ
の
時
に
誰
も
出
て
こ
な

け
れ
ば
そ
れ
か
ら
考
え
よ
う
ｌ
苦
痛
は
出
来
る
だ
け
一
瞬
の
ば

し
に
し
た
い
心
理
に
似
て
い
た
。

通
路
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
、
姉
が
大
量
の
水
を
流
し
て
洗
っ
て

姉
だ
け
に
で
は
な
く
自
分
の
実
家
そ
の
も
の
へ
投
げ
か
け
ら
れ

た
登
の
嫌
悪
や
、
憎
し
み
の
網
に
す
っ
ぽ
り
と
か
ら
め
と
ら
れ
て

い
る
自
身
の
姿
を
範
子
は
発
見
し
た
。

戦
争
で
家
族
を
亡
く
し
、
絵
画
を
捨
て
た
登
は
そ
れ
だ
け
に
、

再
生
の
望
み
は
強
く
深
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

範
子
の
家
族
の
中
に
自
分
の
存
在
場
所
を
求
め
た
登
の
希
望
を

封
じ
た
姉
の
や
り
方
で
は
あ
っ
た
。

け
れ
ど
も
常
に
実
家
の
外
側
に
置
か
れ
て
疎
外
の
思
い
に
悩
ん

で
き
た
範
子
の
心
は
、
既
に
実
家
か
ら
遠
い
所
に
あ
っ
た
。
彼
女

に
は
登
と
の
家
庭
だ
け
が
自
分
の
家
庭
で
あ
り
家
族
で
あ
っ
た
。

そ
れ
に
反
し
て
、
登
に
は
範
子
の
一
挙
手
一
投
足
が
、
範
子
の
実

家
と
の
、
そ
れ
か
ら
又
、
姉
と
の
関
連
な
し
に
は
受
け
と
め
ら
れ

な
い
の
だ
ろ
う
…
…

範
子
は
姉
に
向
け
ら
れ
た
登
の
忌
避
の
感
情
の
所
在
を
ま
さ
ぐ

り
、
絶
望
に
打
ち
の
め
さ
れ
た
。

い
た
。
そ
の
音
を
聞
く
と
も
な
し
に
聞
い
て
い
た
範
子
は
、
ふ
と
、

戦
争
中
の
町
内
で
行
な
わ
れ
て
い
た
防
火
訓
練
を
思
い
出
し
た
。

道
路
の
真
中
に
垂
れ
下
げ
た
仮
装
の
常
に
め
が
け
て
、
バ
ケ
ツ

の
水
を
投
げ
か
け
る
訓
練
で
、
防
水
桶
か
ら
水
を
バ
ケ
ツ
一
杯
に

汲
み
と
り
、
一
気
に
離
れ
た
位
置
の
藤
に
叩
き
つ
け
る
素
早
さ
、

的
確
さ
で
は
姉
に
適
う
者
は
い
な
か
っ
た
。
姉
は
真
白
な
足
袋
を

惜
し
気
も
な
く
濡
ら
し
て
、
バ
サ
ッ
、
パ
サ
ッ
と
豪
快
な
音
を
響

か
せ
な
が
ら
、
水
を
殆
ど
漏
ら
さ
な
い
で
席
に
命
中
さ
せ
て
い

た
。
す
ぐ
さ
ま
と
っ
て
返
し
て
次
の
番
を
待
つ
動
作
も
敏
捷
だ
っ

た
。
範
子
は
そ
ん
な
姉
が
何
と
な
く
恥
ず
か
し
か
っ
た
。
誰
よ
り

も
む
き
に
な
っ
て
い
る
姿
に
思
わ
ず
目
を
そ
む
け
て
い
た
。

そ
の
頃
と
姉
は
少
し
も
変
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
。
毎
朝
、
同
じ

場
所
を
懸
命
に
な
っ
て
洗
い
浄
め
な
け
れ
ば
済
ま
ぬ
姉
の
姿
は
…

…
彼
女
は
、
ア
シ
、
と
思
っ
た
。
北
山
和
男
と
会
う
約
束
と
、

彼
の
手
紙
の
文
面
を
同
時
に
思
い
出
し
た
の
だ
。
そ
れ
と
、
登
が

弘
子
に
言
っ
て
い
た
と
い
う
〃
律
義
で
堅
物
の
掃
除
好
き
″
と
い

う
自
分
の
人
物
評
を
ｌ

姉
は
自
分
に
、
い
や
自
分
は
姉
に
酷
似
し
て
い
る
に
違
い
な
い

１
１５３
１
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世

範
子
は
鏡
を
前
に
一
心
に
手
を
動
か
し
て
い
た
。
北
山
和
男
に

会
う
こ
と
が
さ
し
迫
っ
た
当
面
の
仕
事
だ
っ
た
。
二
十
六
年
前
に

自
分
の
た
め
に
盗
み
を
し
た
少
年
、
緊
迫
し
た
周
囲
の
情
勢
な
ど

ど
こ
吹
く
風
で
、
大
胆
な
ハ
ー
モ
ニ
カ
演
奏
で
自
分
を
呼
ん
だ
少

年
に
会
い
に
行
く
準
備
を
し
て
い
る
彼
女
は
、
少
年
に
気
を
奪
わ

れ
て
、
頬
に
火
傷
を
受
け
た
少
女
の
姿
を
鏡
に
映
し
出
そ
う
と
し

て
い
た
。
範
子
は
自
分
の
も
の
で
な
い
よ
う
な
強
い
動
倖
を
胸
に

覚
え
た
。

証
券
会
社
の
社
員
専
用
通
路
に
立
っ
て
、
範
子
は
北
山
和
男
の

出
て
く
る
の
を
待
っ
て
い
た
。
二
人
ほ
ど
が
や
っ
と
通
れ
る
狭
い

殺
風
景
な
通
路
だ
っ
た
。
肩
を
触
れ
ん
ば
か
り
に
密
着
し
て
出
入

し
て
い
る
社
員
に
遠
慮
し
て
、
彼
女
は
壁
に
寄
っ
て
小
さ
く
な
っ

て
い
た
。
彼
は
な
か
な
か
出
て
こ
な
か
っ
た
。
ど
う
い
う
人
間
に

変
容
し
て
い
る
か
わ
か
ら
な
い
彼
を
、
面
を
伏
せ
て
待
つ
わ
け
に

は
い
か
な
か
っ
た
。
出
て
く
る
中
年
の
男
の
一
人
一
人
が
北
山
和

男
に
思
え
て
、
範
子
は
し
だ
い
に
疲
れ
を
覚
え
て
い
た
。
さ
り
気

な
く
自
分
を
観
察
し
て
通
り
過
ぎ
る
男
た
ち
の
視
線
を
受
け
と
め

て
や
り
過
ご
し
て
い
る
内
に
、
出
て
く
る
時
の
浮
き
立
っ
た
感
情

は
消
え
去
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
。
変
わ
り
よ
う
の
な
い
口
常
の
雑

務
に
埋
没
し
て
い
る
中
年
の
主
婦
の
現
実
感
が
、
男
た
ち
の
冷
徹

に
さ
え
感
じ
ら
れ
る
視
線
に
促
さ
れ
て
強
く
意
識
さ
れ
て
く
る
。

家
を
出
る
時
電
話
を
入
れ
る
と
、
裏
門
の
入
口
に
は
い
っ
て
待
っ

て
ほ
し
い
と
和
男
は
言
っ
た
。
あ
い
変
わ
ら
ず
忙
し
そ
う
で
事
務

的
な
口
調
は
そ
っ
気
な
く
さ
え
あ
っ
た
。
し
か
し
、
範
子
は
む
し

ろ
彼
が
会
う
約
束
を
覚
え
て
く
れ
て
い
た
こ
と
に
、
こ
み
あ
げ
る

喜
び
を
か
み
し
め
て
い
た
。
け
れ
ど
も
今
、
醒
め
た
気
持
に
な
っ

て
待
っ
て
い
る
と
、
ど
う
し
て
裏
門
を
指
示
し
た
の
か
、
客
の
多

い
証
券
会
社
で
あ
る
か
ら
、
表
の
店
内
で
待
っ
て
も
一
向
に
差
し

支
え
な
い
だ
ろ
う
に
と
い
う
不
審
感
が
頭
を
も
た
げ
て
く
る
。
そ

な
感
覚
の
中
に
揺
れ
て
い
た
。

昼
休
み
を
待
た
ず
に
、
彼
女
は
登
の
会
社
の
ダ
イ
ヤ
ル
を
回
し

て
み
た
が
応
答
は
な
か
っ
た
。
空
し
い
ベ
ル
の
音
を
断
ち
切
る
よ

う
に
し
て
受
話
器
を
置
い
た
彼
女
は
、
空
を
掴
む
よ
う
な
不
安
定

４
１
５
１
１

の
時
、
北
山
和
男
が
出
て
き
た
。
せ
か
せ
か
と
し
て
落
ち
着
き
な

く
辺
り
を
見
回
す
様
子
で
わ
か
っ
た
。
で
な
け
れ
ば
範
子
は
彼
だ

と
す
ぐ
に
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。

和
男
は
範
子
の
お
よ
そ
の
変
貌
の
予
想
を
大
き
く
外
れ
て
い

た
。「

範
子
さ
ん
で
す
ね
。
北
山
で
す
。
お
久
し
う
ご
ざ
い
ま
す
」

両
手
を
だ
ら
ん
と
膝
に
落
と
し
て
挨
拶
す
る
和
男
に
、
範
子
は

言
葉
を
失
な
っ
て
深
く
頭
を
下
げ
て
い
た
。

彼
は
靴
の
唾
を
引
き
ず
り
、
だ
ら
だ
ら
と
し
た
歩
き
方
で
範
子

の
前
を
行
っ
て
い
た
。
大
柄
な
体
躯
が
一
層
投
げ
や
り
な
態
度
を

強
く
印
象
づ
け
て
い
た
。

「
い
や
あ
、
驚
き
ま
し
た
ね
。
範
子
さ
ん
は
す
っ
か
り
変
わ
っ
て

し
ま
わ
れ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
あ
の
頃
は
ま
だ
大
人
に
な
っ
て
い
ら

れ
な
い
年
頃
だ
っ
た
ん
で
当
た
り
前
で
し
ょ
う
が
。
そ
れ
に
し
て

も
僕
の
知
っ
て
い
た
範
子
さ
ん
と
は
違
う
：
…
・
」

喫
茶
店
の
戸
口
に
近
い
席
に
む
か
い
合
っ
て
坐
る
な
り
、
和
男

は
大
仰
に
目
を
丸
く
し
て
ま
じ
ま
じ
と
範
子
を
見
つ
め
た
。
そ
れ

か
ら
同
じ
意
味
の
言
葉
を
も
う
一
度
繰
り
返
す
と
、
く
る
り
と
後

ろ
を
振
り
返
っ
て
、

「
コ
ー
ヒ
ー
と
ケ
ー
キ
を
二
つ
ず
つ
」

と
二
本
の
指
を
高
く
か
ざ
し
て
注
文
し
た
。
そ
の
慌
し
く
散
漫

な
態
度
に
範
子
の
注
意
は
注
が
れ
た
。

「
範
子
さ
ん
に
最
初
に
報
告
し
て
お
き
ま
す
が
、
僕
は
現
在
こ
れ

だ
け
の
資
格
を
持
っ
た
人
間
に
な
っ
て
い
ま
す
」

和
男
は
背
広
の
内
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
名
刺
入
れ
を
取
り
出
し
、
一

枚
を
抜
き
取
る
と
将
棋
で
も
差
す
よ
う
な
手
つ
き
で
テ
ー
ブ
ル
の

上
を
す
べ
ら
せ
て
寄
こ
し
た
。
範
子
が
手
に
し
て
眺
め
る
と
、
北

山
和
男
と
普
通
の
印
刷
文
字
が
刷
っ
た
横
に
、
司
法
書
士
、
不
動

産
鑑
定
士
、
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
と
あ
っ
た
。

「
お
渡
し
し
た
の
は
個
人
用
の
紹
刺
で
し
て
、
僕
の
私
的
な
つ
き

合
い
の
方
に
使
っ
て
い
ま
す
」

せ
き
込
む
よ
う
に
熱
心
に
言
う
表
情
に
、
一
瞬
く
り
く
り
と
活

発
に
目
を
動
か
せ
て
い
た
少
年
の
和
男
の
顔
が
重
な
っ
た
が
、
ど

こ
と
な
く
疲
れ
切
っ
た
全
体
の
印
象
の
中
に
す
ぐ
に
そ
れ
は
か
す
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和
男
は
得
々
と
し
た
様
子
を
隠
し
も
し
な
い
。

「
そ
う
で
す
か
。
え
ら
い
の
で
す
ね
」

相
槌
を
う
ち
な
が
ら
、
落
着
か
ぬ
違
和
感
に
範
子
は
自
然
と
目

を
伏
せ
て
い
た
。

「
僕
は
手
紙
で
申
し
上
げ
ま
し
た
通
り
、
今
の
会
社
で
は
か
な
り

重
要
な
仕
事
を
受
け
持
た
さ
れ
て
い
ま
す
。
ご
存
じ
だ
と
は
思
い

ま
す
が
業
界
で
は
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
名
は
知

ら
れ
て
い
る
会
社
で
し
て
：
…
・
」

ん
で
し
ま
っ
た
。

「
今
、
税
理
士
の
資
格
を
取
る
た
め
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
な
か

な
か
む
つ
か
し
い
の
で
す
が
も
う
す
ぐ
受
か
る
予
定
で
す
。
そ
の

次
は
い
よ
い
よ
公
認
会
計
士
で
す
。
こ
れ
は
ご
存
知
で
し
ょ
う
が

大
変
な
勉
強
が
要
求
さ
れ
ま
し
て
ね
」

藍識蕊鑑

１
１５５

現
在
の
地
位
を
得
る
た
め
に
は
、
ど
れ
ほ
ど
血
の
惨
む
よ
う
な

努
力
を
重
ね
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
。
工
場
で
あ
な
た
と
別
れ
て

以
後
、
中
学
を
卒
業
し
、
夜
間
大
学
で
学
び
…
…

彼
は
テ
ー
ブ
ル
に
体
を
の
り
出
し
て
ま
く
し
立
て
て
い
た
。
範

子
の
興
味
な
ど
度
外
視
し
て
、
自
己
の
経
歴
を
異
様
な
く
ら
い
の

一一ー

熱
っ
ぽ
さ
で
、
こ
と
細
か
に
報
告
し
て
い
る
相
手
を
、
彼
女
は
ふ

し
ぎ
な
人
物
を
見
る
思
い
で
見
や
っ
た
。
仕
方
な
く
聞
き
入
っ
て

い
る
範
子
の
耳
に
、
彼
女
が
ま
っ
た
く
あ
ず
か
り
知
ら
ぬ
男
の
生

活
が
延
々
と
語
り
続
け
ら
れ
て
行
く
。

「
…
…
そ
こ
で
僕
の
一
生
を
決
定
的
な
も
の
に
し
た
恩
師
に
め
ぐ

り
会
い
ま
し
た
。
△
△
先
生
は
隠
れ
た
法
曹
界
の
権
威
で
、
僕
は

そ
の
家
庭
に
出
入
り
さ
せ
て
も
ら
え
る
ほ
ど
の
督
励
を
受
け
ま
し

た
が
：
。
…
そ
の
先
生
が
亡
く
な
ら
れ
た
後
は
幸
運
に
も
ま
た
別

の
先
生
に
よ
っ
て
…
…
自
宅
も
お
蔭
様
で
×
×
丘
に
×
×
坪
も

の
広
さ
の
も
の
を
新
築
し
ま
し
て
…
．
：
家
内
と
は
見
合
結
婚
で

彼
女
の
実
家
は
…
…
一
男
一
女
を
も
う
け
、
家
内
も
自
立
し
た

仕
事
を
持
ち
…
…
」

こ
の
人
は
何
を
言
お
う
と
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
、
と
範
子
は
そ

の
よ
く
動
く
唇
を
呆
然
と
見
つ
め
て
い
た
。

自
慢
と
も
弁
解
と
も
つ
か
ぬ
和
男
の
長
広
舌
は
、
範
子
の
耳
を

か
す
め
て
過
ぎ
る
だ
け
の
も
の
に
な
っ
て
い
た
。
彼
女
に
は
目
の

前
の
疲
弊
し
た
中
年
の
男
の
、
切
迫
し
た
息
遣
い
の
み
が
も
の
悲

し
く
伝
わ
っ
て
く
る
だ
け
だ
っ
た
。

「
や
あ
／
，
」

喫
茶
店
に
は
い
っ
て
き
た
二
人
連
れ
に
、
和
男
は
親
し
げ
に
手

を
挙
げ
て
合
図
を
し
た
。
男
た
ち
は
チ
ラ
シ
と
範
子
の
方
へ
視
線

を
走
ら
せ
、
当
惑
し
た
よ
う
な
微
笑
を
浮
か
べ
た
。
一
一
人
と
も
ビ

ジ
ネ
ス
マ
ン
ら
し
い
き
び
き
び
と
し
た
物
腰
で
、
服
装
も
折
り
目

が
立
っ
て
清
潔
で
あ
る
。
彼
ら
は
席
に
つ
く
と
一
度
和
男
の
後
姿

を
眺
め
や
り
、
そ
れ
か
ら
は
見
向
き
も
し
な
く
な
っ
た
。
範
子
は
、

和
男
に
は
見
え
な
い
位
置
に
い
る
男
た
ち
の
顔
に
、
陰
微
な
潮
笑

が
浮
か
ぶ
の
を
認
め
た
。

彼
女
は
男
た
ち
の
気
配
に
も
気
づ
か
ず
に
喋
り
続
け
て
い
る
和

男
を
痛
ま
し
く
見
守
っ
た
。
油
気
の
な
い
頭
髪
、
老
人
の
よ
う
に
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た
る
ん
で
雛
の
目
立
つ
顔
の
皮
層
、
血
走
っ
て
き
ょ
と
き
ょ
と
と

焦
点
の
な
い
目
を
し
、
く
た
び
れ
た
背
広
を
着
た
彼
は
同
僚
を
誇

示
し
て
み
せ
る
こ
と
で
、
か
え
っ
て
そ
の
あ
や
ふ
や
な
立
場
を
物

語
っ
て
い
る
と
思
え
た
。
範
子
は
懸
命
に
糊
塗
し
よ
う
と
し
て
い

る
和
男
を
長
く
は
見
て
い
ら
れ
な
か
っ
た
。
目
を
落
と
し
た
時
、

コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ
を
置
く
彼
の
手
首
か
ら
薄
汚
れ
た
下
着
の
袖
口

が
は
み
出
し
て
い
る
の
が
見
え
た
。

彼
は
あ
ま
り
幸
福
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
：
．
…
彼
と
し
て
は
豪

勢
な
箸
り
に
違
い
な
い
ケ
ー
キ
を
喉
に
押
し
込
め
な
が
ら
、
彼
女

は
よ
う
や
く
我
に
返
っ
て
き
て
い
た
。
八
わ
た
し
は
あ
な
た
が
想

像
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
立
派
な
家
庭
の
主
婦
で
は
な
い
の
で
す
。

夫
に
逃
げ
ら
れ
た
み
じ
め
な
女
な
の
で
す
Ｖ
範
子
は
言
っ
て
話

を
打
ち
切
り
た
か
っ
た
。
彼
女
は
登
を
思
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
所

で
、
得
体
の
知
れ
な
い
男
と
会
っ
て
い
る
場
合
で
は
な
い
の
だ
っ

た
。
い
た
た
ま
れ
な
く
な
っ
た
範
子
は
辞
去
す
る
き
っ
か
け
を
待

っ
た
。

「
本
当
に
．
：
…
範
子
さ
ん
は
僕
の
描
い
て
い
た
範
子
さ
ん
と
は

》
遅
』
フ
…
…
」

た
め
息
を
つ
い
て
和
男
は
蒸
し
返
し
た
。

「
ど
ん
な
わ
た
し
だ
っ
た
ら
よ
か
っ
た
の
で
す
？
」

殆
ど
一
語
も
発
し
て
い
な
か
っ
た
範
子
は
、
他
に
言
葉
も
み
つ

か
ら
ぬ
ま
ま
、
別
れ
ぎ
わ
の
挨
拶
の
つ
も
り
で
言
っ
た
。
し
か

し
、
そ
ん
な
こ
と
は
ど
う
で
も
よ
か
っ
た
。

「
そ
れ
は
…
…
昔
の
範
子
さ
ん
は
漂
と
し
て
、
も
っ
と
す
う
っ

と
し
た
…
…
白
い
作
業
衣
を
着
て
い
ら
れ
た
せ
い
か
な
、
何
だ

か
神
々
し
い
み
た
い
で
．
…
：
い
や
、
笑
わ
な
い
で
下
さ
い
。
今

の
範
子
さ
ん
が
い
け
な
い
と
言
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
て
…
…

ど
う
言
っ
た
ら
よ
い
の
か
な
。
あ
ま
り
派
手
に
な
ら
れ
て
妖
艶
で

．
・
・
・
・
“
」

口
ご
も
っ
た
和
男
は
、
改
め
て
吟
味
す
る
か
め
よ
う
に
範
子
を

眺
め
回
し
た
。
化
粧
が
濃
過
ぎ
る
と
言
っ
て
い
る
の
は
彼
女
に
も

わ
か
っ
た
。
そ
れ
と
同
時
に
彼
が
自
分
に
落
胆
し
て
い
る
の
も
わ

か
っ
て
い
た
。

ど
ち
ら
か
ら
と
も
な
く
席
を
立
っ
た
。
じ
ゃ
ア
、
と
和
男
は
会

歩
き
出
す
と
し
ば
ら
く
し
て
笑
い
が
こ
み
上
げ
て
き
た
。
彼
が

自
分
の
頬
の
火
傷
跡
に
気
が
つ
い
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
が
、
奇

妙
な
お
か
し
み
を
誘
っ
て
い
た
。
あ
の
う
ら
ぶ
れ
た
貧
相
な
男
に

軽
蔑
さ
れ
る
ほ
ど
に
、
顔
の
化
粧
は
す
さ
ま
じ
く
悪
ど
い
も
の
で

あ
る
に
相
違
な
い
…
…
そ
の
時
、
一
緒
に
外
出
し
た
の
に
、
横

に
並
ぶ
の
を
避
け
る
よ
う
に
し
て
、
よ
そ
よ
そ
し
く
先
を
急
い
だ

登
の
姿
が
、
範
子
の
脳
裏
を
横
切
っ
て
行
っ
た
。

６
１
５
１
１

釈
し
て
く
る
り
と
背
を
向
け
た
。
範
子
は
、
噸
そ
う
に
靴
を
引
き

ず
っ
て
去
っ
て
行
く
そ
の
後
姿
を
少
し
の
間
見
送
っ
て
い
た
。

範
子
の
足
は
弘
子
の
店
の
方
角
に
向
か
っ
た
。
い
ま
一
度
弘
子

に
会
っ
て
確
か
め
た
か
っ
た
。
だ
が
、
何
を
確
か
め
る
の
か
範
子

に
は
は
っ
き
り
と
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
も
し
か
し
た
ら
、
登
が
弘

子
の
所
に
い
る
か
も
知
れ
な
い
と
い
う
こ
と
の
確
認
か
も
知
れ
な

か
っ
た
。
彼
女
は
弘
子
の
部
屋
に
敷
か
れ
た
真
紅
の
布
団
に
、
登

が
横
に
な
っ
て
い
る
姿
を
や
さ
し
く
夢
想
し
た
。

手
前
の
辻
で
タ
ク
シ
ー
を
降
り
た
範
子
は
、
〃
コ
ン
ゴ
〃
の
飾

看
板
を
目
ざ
し
て
駆
け
寄
っ
た
。
扉
に
白
い
貼
紙
が
し
て
あ
る
。

〃
転
宅
の
た
め
閉
店
い
た
し
ま
す
。
ご
ひ
い
き
に
預
か
り
ま
し
た

こ
と
を
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
″

間
違
っ
た
店
に
来
た
の
で
は
な
い
か
、
と
範
子
は
、
〃
コ
ン
ゴ
〃

の
看
板
と
貼
紙
を
何
度
も
交
互
に
見
直
し
た
。
貼
紙
に
は
筆
で
く

ね
く
ね
と
し
な
っ
た
文
字
が
連
な
り
、
昔
の
弘
子
の
筆
跡
が
そ
の

ま
ま
姿
を
現
わ
し
て
い
た
。
範
子
の
疲
れ
た
目
に
、
北
村
和
男
の

昔
の
ま
ま
の
筆
跡
が
影
の
よ
う
に
浮
か
び
消
え
て
行
っ
た
。

彼
女
は
扉
の
前
を
離
れ
た
。
行
手
に
は
見
覚
え
の
な
い
街
の
夕

、
へ
の
た
た
ず
ま
い
が
広
が
っ
て
い
た
。

こ
の
街
に
登
が
い
よ
う
と
は
思
わ
れ
な
か
っ
た
。

弘
子
も
和
男
も
結
局
は
い
な
か
っ
た
の
だ
と
思
っ
た
。
範
子
は

化
粧
を
払
い
落
と
す
よ
う
に
、
力
を
込
め
て
頬
を
こ
す
っ
て
い

た
。
確
か
な
の
は
火
傷
の
跡
だ
け
だ
と
い
う
風
に
。

（
一
元
）
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M 鵬ＩＣＰＯ師P R 震ＳＳ理葵窯講霊覆驚
④ﾔ ﾏ ﾊ ビｱ ﾉ と楽譜｡ 楽害 格調のＣＦサロン、ヤマハピアノを全機種展示、パイプ

オルガンや自動ピアノも。そして楽譜・楽書も４F に。

世界のヤマハピアノ
全機種を一堂に展示
●世界の桧舞台にＹＡＭＡＨＡＰＩＡＮＯ
日本で初めてヤマハがピアノを作ったのは
1 8 9 9 年。ヤマハの技術者は、世界の桧郷台
で、数多くのアーチストに触れてきましたｃ
さまざまな国のさまざまなコンサートホー
ルでアーチストたちは個性ゆたかに多彩な

葉は感性にあふれ、抽象的です。ヤマハは
その言葉のひとつひとつを解明し、研究し、
そのすべてをピアノの音に反映させる努力
を続けています。
・ヤマハピアノを全機種展示
アップライトもグランドも、ヤマハピアノ
の全機種を展示。ゆったりとしたフロアで
見比べ、弾き比べて、あなたにふさわしい
一台をお選びいただけます｡ ｢ お客様相談コ
ーナー」では、ヤマハの経験豊かなスタッ

フが、ピアノの選び方、レッスン方法、防
音など、ピアノに関するあらゆるご相談を
承っています。
●グランドピアノの代表ＣＦサロン
ピアノがずらりと並んだフロアの片隅に、
ガラス張りの小さな部屋。中にはヤマハフ
ルコンサートグランドピアノＣＦが。この
ＣＦを試弾できる落ち着１，i た雰囲気の小部
屋がＣＦサロンです。戸匠リヒテルをはじ

トップピアニストたちが絶賛し
かな音色を、心ゆくまでお楽し

・パイプオルガンの荘厳な音
驚きのピアノコーダーも
重厚な響きをもつパイプオル
ガン< カナダ・カサバン社製〉
も展示しています。ピアノと
はまた違う荘厳な音色を確か
めてください。またテープで
ピアノが自動的に演奏される
ピアノコーダーも。スコット
・ジョプリンのラグタイムピ
アノやウラデイミール・ホロ
ヴィッツのr カルメン変奏曲」
を聞けば一台欲しくなるかも画

豊かな音楽の世界
楽譜・楽書を充実

・輸入楽譜も充実、豊富な品揃え
クラシック、ポップス、ジャズ……多様に
拡がる音楽の世界にあわせて、お客様のご
要望に十分おこたえできるよう、楽譜と楽
普の売場は、一段と選びやすく、買いやす

豊富な品揃えの楽譜･ 楽書売場

い売場に変身しました。ピアノ曲、スコア
などの輸入楽譜もさらに充実し、世界各地
からの楽譜の取り寄せもスピーディな入荷
で専門家にも喜ばれています。

w灘○ＳＥ:蔦y ｿ ﾘ ﾙＭＡＨＡ

６Ｆ ヤマハホール
078.391-7652

５Ｆ エレクトーン
078-391-7655

４ Ｆ ピアノ楽譜・楽書
078-391弓7654

３Ｆ 管弦打楽器
078-391-7653

２Ｆ ＬＭ楽器
ヤマハスタジオＯ78 - 3 9 1 - 7 6 5 2

１Ｆ レコード・プレイガイド
オーディオ078- 3 9 1 - 7 6 5 1
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少
し
寒
い
ほ
ど
の
青
黛
色
の
夜
空
に
、
清
ら
か
に
澄
み
わ
た
っ

た
月
が
高
く
の
ぼ
り
、
寝
殿
の
影
が
黒
く
南
庭
に
落
ち
て
い
た
。

灯
火
が
な
く
て
も
、
月
光
が
み
な
ぎ
り
あ
ふ
れ
、
池
に
張
り
出
し

た
松
の
枝
ぶ
り
や
中
の
島
の
た
た
ず
ま
い
が
、
隅
々
ま
で
明
る
い
。

さ
だ
い
え

梅
の
甘
い
香
り
が
努
々
と
庭
前
に
満
ち
て
い
る
。
定
家
は
南
廟
の

欄
干
に
托
れ
て
階
く
輝
や
く
前
栽
を
な
が
め
て
い
た
。
屋
形
は
、

み
な
寝
静
ま
っ
て
、
深
閑
と
し
て
い
る
。
蔀
を
お
ろ
し
た
中
か
ら
、

と
き
ど
き
咳
き
が
聞
こ
え
て
き
た
。
し
ば
ら
く
会
っ
て
い
な
い
女

の
も
と
へ
歌
を
送
っ
た
り
、
夜
遅
く
ま
で
盛
ん
に
咲
い
て
い
る
梅

花
を
楽
し
ん
だ
余
韻
に
は
ち
が
い
な
か
っ
た
が
、
寝
所
に
入
っ
て

か
ら
も
、
自
分
で
も
ふ
し
ぎ
に
お
も
う
ほ
ど
感
情
が
昂
ぶ
り
、
灯

明
の
光
さ
え
ち
ら
つ
い
て
、
い
つ
ま
で
も
ね
ら
れ
な
か
っ
た
。
朝

か
ら
熱
っ
ぽ
く
て
咳
が
出
た
。
病
弱
の
た
め
に
無
理
は
で
き
な
い

け
れ
ど
、
そ
れ
に
も
ま
し
て
、
美
し
い
時
間
の
す
ぎ
て
い
く
の
を

一
瞬
で
も
惜
し
む
気
持
が
つ
よ
か
っ
た
。
こ
う
し
て
岐
々
と
照
る

月
に
対
し
て
い
る
だ
け
で
、
身
を
ふ
る
わ
せ
る
ほ
ど
に
遣
瀬
な
い

思
い
が
湧
き
あ
が
っ
て
く
る
。
そ
れ
が
何
で
あ
る
の
か
彼
に
は
わ

か
ら
な
か
っ
た
が
、
た
だ
月
も
梅
花
も
今
宵
か
ぎ
り
の
も
の
だ
と

い
う
思
い
が
あ
る
。
な
る
ほ
ど
自
然
は
く
り
か
え
す
。
し
か
し
、

そ
れ
を
み
て
い
る
定
家
の
十
九
才
の
春
は
返
ら
な
い
。

定
家
は
階
を
下
り
た
。
白
河
の
砂
を
敷
き
詰
め
た
南
庭
を
横
切

っ
て
、
池
の
ほ
と
り
に
行
く
。
水
面
は
鏡
の
よ
う
に
空
を
映
し
て

鎮
ま
っ
て
い
る
。
彼
が
月
光
に
蒼
然
と
し
た
夜
を
愛
す
る
の
は
、

そ
れ
が
死
の
世
界
に
近
い
か
ら
だ
っ
た
。
治
承
元
年
侍
従
に
な
っ

た
十
四
才
の
と
き
か
ら
、
二
度
も
大
病
を
わ
ず
ら
っ
て
、
死
の
淵

を
さ
ま
よ
っ
た
。
そ
の
と
き
、
彼
が
そ
こ
に
見
た
も
の
は
孤
独
地

獄
だ
っ
た
。
自
分
が
死
ん
で
も
世
の
中
は
何
も
変
わ
り
は
し
な
い
。

そ
ん
な
影
ほ
ど
の
た
し
か
さ
も
な
い
の
が
人
間
だ
っ
た
。

定
家
は
池
を
め
ぐ
っ
て
小
橋
を
わ
た
っ
た
。
月
は
寝
殿
の
真
上

に
あ
っ
た
。
そ
の
近
く
に
金
色
の
小
さ
な
星
が
ひ
と
つ
だ
け
出
て

、

劫

火

い
る
。
闇
に
ま
ぎ
れ
た
片
雲
が
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
浮
か
ん
で
い
る
。

こ
う
し
て
夜
空
を
見
上
げ
て
い
る
と
、
自
分
が
こ
の
世
に
い
な
い

よ
う
な
錯
覚
を
お
ぼ
え
る
・
天
地
の
間
に
身
の
置
き
場
所
が
な
い
。

人
が
寝
所
に
押
し
込
め
ら
れ
て
眠
り
を
む
さ
ぼ
る
よ
う
に
、
賠
月

に
照
ら
さ
れ
庭
を
排
桐
す
る
人
も
、
ま
た
淡
い
月
の
影
で
し
か
な

い
。「

牢
固
常
住
で
な
い
の
が
、
こ
の
世
の
な
ら
い
で
し
ょ
う
。
そ
れ

を
い
く
ら
嘆
い
て
い
て
も
、
今
を
生
き
る
意
味
と
は
な
り
ま
せ
ん

よ
」

さ
ま
の
か
み

定
家
の
耳
元
で
、
左
馬
頭
行
盛
の
明
る
い
一
戸
が
聞
こ
え
た
。
彼

は
武
人
ら
し
い
断
固
と
し
た
態
度
で
、
そ
う
言
っ
て
笑
っ
た
。
行

盛
の
く
も
り
な
い
目
差
し
は
、
ち
ょ
う
ど
こ
の
月
の
よ
う
に
透
明

だ
っ
た
。

「
私
も
、
い
た
ず
ら
に
、
な
げ
い
て
い
る
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
あ
な
た
の
剣
が
、
私
に
と
っ
て
は
、
こ
の
三
十
一
文
字
の
和

歌
な
の
で
す
」

定
家
は
そ
う
応
え
た
。
行
盛
は
、
そ
の
と
き
、
初
め
て
威
丈
高

な
仮
面
を
す
て
て
、
燃
え
る
よ
う
な
真
剣
な
顔
で
、
定
家
を
見
た
。

彼
は
そ
こ
に
共
に
流
れ
る
熱
い
も
の
を
感
じ
た
。

定
家
が
最
初
に
行
盛
と
会
っ
た
の
は
、
先
の
鹿
ケ
谷
の
変
で
、

父
右
京
大
夫
入
道
俊
成
が
、
詮
議
を
受
け
た
と
き
で
あ
っ
た
。
御

子
左
家
は
和
歌
の
家
筋
で
政
治
と
は
無
関
係
で
あ
っ
た
が
、
主
謀

者
の
一
人
大
納
言
成
親
は
、
定
家
の
異
腹
の
姉
の
夫
で
も
あ
り
、

そ
れ
に
連
坐
し
た
弟
左
少
将
盛
親
は
、
同
腹
の
姉
八
条
院
三
条
の

夫
で
あ
っ
た
。
定
家
は
入
道
の
そ
ば
に
控
え
て
い
た
。
詮
議
は
形

通
り
の
も
の
だ
っ
た
。
疑
惑
の
あ
る
わ
け
が
な
い
。
三
位
大
進
清

輔
が
な
く
な
っ
て
、
入
道
が
歌
合
の
判
を
多
く
つ
と
め
る
よ
う
に

な
る
と
、
六
条
家
の
敵
意
は
露
骨
な
も
の
に
な
っ
た
。
弛
ま
な
い

研
鎖
を
つ
ん
だ
入
道
に
勝
て
な
い
と
わ
か
っ
て
、
権
謀
術
数
を
弄

す
る
こ
と
も
あ
り
え
た
。
定
家
よ
り
少
し
年
長
の
行
盛
は
そ
の
こ

と
を
よ
く
理
解
し
て
い
た
。

「
人
が
ど
れ
ほ
ど
悪
く
言
っ
て
も
、
事
実
を
知
り
さ
え
す
れ
ば
、

す
べ
て
が
わ
か
り
ま
す
。
わ
れ
わ
れ
に
し
て
も
、
陰
で
悪
様
に
の

の
し
る
人
が
多
い
が
、
そ
ん
な
人
は
、
一
度
、
福
原
に
来
ら
れ
た

９
‐
５
１
１
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p 、

ら
よ
い
の
で
す
。
火
災
、
強
盗
、
大
衆
の
兵
乱
が
絶
え
な
い
都
に

く
ら
べ
、
福
原
の
京
が
ど
れ
ほ
ど
立
派
で
あ
る
こ
と
か
。
法
皇
は

何
度
も
行
幸
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
あ
な
た
方
も
御
存
知
で
し
ょ
う
。

入
道
大
相
国
の
お
ら
れ
る
雪
の
御
所
は
、
六
波
羅
や
西
八
条
に
も

ま
し
て
、
広
大
で
す
。
大
輪
田
泊
に
は
唐
船
が
入
港
し
、
宋
人
が

大
路
を
歩
い
て
い
ま
す
。
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
は
、
福
原
こ
そ
宋

に
も
誇
り
う
る
都
な
の
で
す
」

詮
議
が
終
っ
て
、
雑
談
の
中
で
、
行
盛
は
自
信
を
持
っ
て
断
言

し
た
。
美
貌
で
き
こ
え
る
権
亮
少
将
維
盛
と
よ
く
似
た
優
し
い
顔

立
ち
だ
っ
た
が
、
話
し
ぶ
り
は
荒
々
し
か
っ
た
。
定
家
は
そ
れ
に

不
吉
な
も
の
を
感
じ
た
。
彼
の
周
囲
の
人
間
に
は
な
い
妖
し
さ
が

あ
っ
た
。
修
理
大
夫
経
盛
を
は
じ
め
と
し
て
、
平
氏
に
も
歌
を
上

手
に
詠
む
人
は
多
く
い
た
が
、
彼
に
は
そ
ん
な
心
が
あ
る
と
も
思

え
な
か
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
、
何
か
と
使
い
を
よ
こ
し
、
歌
を
送
っ
て

く
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
胸
底
に
、
深
い
虚
無
を
抱
く

人
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
わ
ず
か
二
才
で
父
を
な
く
し
、
そ

の
後
の
年
月
は
、
相
国
入
道
の
命
令
で
、
一
門
に
立
ち
向
う
敵
と

闘
っ
て
き
た
。
そ
れ
は
東
国
に
い
る
左
兵
衛
佐
頼
朝
を
は
じ
め
と

す
る
源
氏
だ
け
で
は
な
い
。
園
城
寺
や
南
都
の
大
衆
、
そ
れ
に
、

四
百
年
の
あ
い
だ
葛
の
よ
う
に
都
に
根
を
張
っ
た
貴
族
、
さ
ら
に

は
、
院
で
さ
え
例
外
で
は
な
か
っ
た
。
行
盛
は
敵
と
闘
う
中
で
世

の
無
常
を
乗
り
越
え
て
い
た
。
そ
れ
が
平
氏
の
公
達
の
覚
悟
と
自

信
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
定
家
と
て
変
わ
り
は
な
い
。
彼

も
ま
た
、
六
条
家
と
闘
っ
て
、
御
子
左
家
を
盛
り
立
て
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
和
歌
を
詠
む
と
は
、
と
り
も
直
さ
ず
、
無
常
に
立
ち

向
う
も
の
で
あ
っ
た
。

定
家
は
、
夜
目
に
も
あ
ざ
や
か
に
線
乱
と
咲
く
梅
花
に
さ
そ
わ

れ
て
、
中
の
島
か
ら
梅
林
に
向
っ
た
。

中
門
廊
の
先
に
形
ば
か
り
の
釣
殿
が
あ
っ
て
、
池
は
そ
の
手
前

ま
で
し
か
な
く
、
続
き
に
梅
林
が
あ
っ
た
。
遠
く
か
ら
な
が
め
て

い
る
と
、
波
の
滴
か
月
の
光
の
よ
う
に
き
ら
め
い
て
い
る
。
激
し

い
熱
情
を
内
に
ひ
め
て
鎮
ま
る
女
の
よ
う
で
、
白
夜
の
中
で
い
き

づ
い
て
い
る
の
は
、
た
だ
こ
の
花
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
そ
の
風
情

ど
れ
く
ら
い
の
あ
い
だ
、
梅
林
を
排
桐
し
て
い
た
も
の
か
、
自

分
で
も
わ
か
ら
な
い
。
亭
で
休
ん
で
い
て
も
、
い
っ
た
ん
浮
か
ん

だ
思
い
は
、
容
易
に
消
え
な
か
っ
た
。
自
分
に
危
険
を
お
か
し
て

で
も
、
女
の
も
と
へ
通
う
勇
気
が
な
い
だ
け
に
、
無
気
力
に
さ
い

な
ま
れ
、
苛
立
た
し
く
て
な
ら
な
か
っ
た
。
義
兄
中
務
少
輔
定
長

が
出
家
し
た
現
在
、
御
子
左
家
を
継
ぐ
も
の
は
、
定
家
を
お
い
て

他
に
は
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
す
ら
棄
て
よ
と
、
い
く
ら
心
の
中
で

叫
ん
で
も
、
さ
す
が
に
行
動
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。

生
あ
っ
た
か
い
風
に
白
い
花
弁
が
舞
っ
た
。
き
な
臭
い
匂
い
が

０
１
６
１
１

も
、
陽
光
の
下
よ
り
も
、
却
っ
て
、
月
光
の
中
が
ま
さ
っ
て
い

る
。定

家
は
梅
花
に
女
の
面
影
を
さ
ぐ
っ
た
。
法
皇
と
入
道
相
国
の

間
に
乳
喋
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
、
他
の
平
氏
の
女
と
同
様
、

そ
の
人
の
立
場
も
微
妙
に
な
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
昨
年
十
一
月
、

入
道
相
国
が
数
千
の
騎
馬
を
つ
ら
ね
て
福
原
よ
り
上
洛
し
、
法
皇

を
鳥
羽
殿
に
遷
さ
れ
て
か
ら
は
、
い
っ
そ
う
辛
い
思
い
を
さ
れ
て

い
る
こ
と
だ
ろ
う
。
む
ろ
ん
、
そ
れ
は
年
若
い
彼
に
は
十
分
に
な

ぐ
さ
め
る
こ
と
の
出
来
な
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、
悪
い
と
思
い
な

が
ら
も
、
や
は
り
、
い
つ
と
は
な
し
に
、
足
が
遠
退
く
よ
う
に
な

っ
た
。
そ
し
て
そ
れ
だ
け
に
、
定
家
の
心
の
中
で
女
を
求
め
る
気

持
が
は
げ
し
く
燃
え
て
い
た
。
表
に
出
れ
ば
、
た
ち
ま
ち
行
盛
や

そ
の
他
の
公
達
に
知
ら
れ
、
い
つ
か
は
夫
で
あ
る
人
に
も
わ
か
っ

て
し
ま
う
よ
う
な
間
柄
だ
け
に
、
歯
捧
く
て
な
ら
な
か
っ
た
け
れ

ど
、
こ
れ
で
は
こ
の
ま
ま
立
ち
消
え
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
だ
ろ

う
。
苦
し
さ
が
っ
の
る
ば
か
り
だ
が
、
自
分
の
姉
た
ち
を
見
て
い

て
も
、
そ
れ
で
仕
方
が
な
い
の
か
も
知
れ
な
い
。
二
世
の
ち
ぎ
り

な
ど
と
言
っ
て
も
、
現
実
に
は
僻
い
仮
り
の
関
係
で
し
か
な
い
。

だ
か
ら
こ
そ
、
よ
け
い
に
、
女
が
あ
わ
れ
で
な
ら
な
か
っ
た
。

定
家
の
狩
衣
の
袖
に
ひ
と
ひ
ら
の
花
弁
が
ふ
り
か
か
っ
た
。
風

が
少
し
強
ま
っ
て
、
空
に
低
く
薄
雲
が
な
が
れ
て
い
る
。
彼
は
そ

れ
を
つ
ま
ん
で
口
に
ふ
く
ん
だ
。
異
常
な
心
の
昂
ぶ
り
の
原
因
が
、

女
に
会
わ
な
い
こ
と
に
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
と
、
定
家
は
ふ
と

思
っ
た
。
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》
》

し
た
。
そ
れ
が
標
秒
と
し
た
梅
の
香
り
を
追
い
や
っ
た
。
屋
形
の

方
を
見
る
と
、
西
の
渡
殿
の
空
が
明
る
か
っ
た
。
月
光
に
照
ら
さ

れ
た
色
で
は
な
く
て
、
灰
か
に
桧
皮
の
縁
が
赤
味
を
お
び
て
い
た
。

そ
う
思
っ
て
周
囲
を
な
が
め
る
と
、
さ
ら
に
薄
雲
が
半
ば
を
お
お

っ
て
い
た
。
何
か
の
異
変
を
告
げ
る
よ
う
に
、
犬
が
け
た
た
ま
し

《
８
吋
〆

ｌ
も
巳岳

巳
■
グ

塞
・･ 写迅＝:皇蕊

な
っ
て
き
た
。
雲
間
か
ら
顔
を
の
ぞ
か

し
て
い
た
月
も
い
つ
か
そ
れ
に
隠
れ
て

し
ま
っ
た
。
色
槌
せ
た
弱
々
し
い
月
明

り
の
中
で
、
竜
が
空
を
駈
け
る
よ
う
に
、

黒
い
煙
が
湧
い
て
き
た
。
そ
れ
は
濃
紺

の
夜
闇
と
は
っ
き
り
分
た
れ
て
い
る
。

火
事
だ
っ
た
。
そ
れ
も
す
ぐ
近
く
だ
っ

た
。
黒
い
煙
は
風
に
な
び
い
て
、
大
屋

根
の
上
を
低
く
な
が
れ
、
屋
形
を
覆
わ

ん
と
す
る
勢
い
だ
っ
た
。
そ
の
あ
ち
こ

ち
で
細
か
い
赤
光
が
は
ぜ
た
。

築
地
の
外
を
車
馬
が
あ
わ
た
だ
し
く

通
る
。
人
が
声
高
に
話
し
て
い
る
。
火
勢

は
北
西
か
ら
こ
ち
ら
に
向
っ
て
い
た
。

黒
い
煙
は
頭
上
高
く
流
れ
て
い
く
。

様
子
を
見
に
出
て
い
た
家
人
が
も
ど

っ
て
来
た
ら
し
い
。
中
門
廊
か
ら
寝
殿

の
南
廟
を
か
け
て
行
く
。
定
家
の
寝
所

に
も
告
げ
に
き
た
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
し

て
、
彼
が
い
な
い
の
に
気
づ
い
て
、
庭

を
捜
し
に
来
る
だ
ろ
う
。
夜
更
け
ま
で

外
を
排
桐
す
る
彼
の
性
癖
も
、
こ
の
ご

ろ
で
は
、
物
好
き
な
と
非
難
め
い
た
こ

と
も
言
わ
れ
な
く
な
り
、
家
中
の
も
の

が
誰
で
も
知
っ
て
い
る
。
さ
す
が
に
母

は
心
配
し
て
く
れ
た
が
、
入
道
は
、
自

分
に
も
若
い
こ
ろ
同
じ
よ
う
な
こ
と
が

あ
っ
た
の
か
、
最
初
か
ら
別
段
な
に
も

言
わ
な
か
っ
た
。

須
実
の
間
に
、
西
の
空
が
は
っ
き
り

１

１６
１

■
■

や、Ｐ邑守0

.‘、是

く
吠
え
て
い
る
。
突
然
の
変
化
だ
っ
た
。
家
人
も
起
き
出
し
た
。

軒
廟
の
奥
に
、
明
り
が
と
も
っ
て
い
る
。
た
っ
た
そ
れ
だ
け
の
こ

と
で
、
永
遠
を
龍
め
た
よ
う
な
静
諦
な
夜
が
消
え
て
し
ま
っ
た
。

定
家
に
は
そ
れ
が
少
し
残
念
な
気
が
し
た
。

薄
雲
は
た
ち
ま
ち
厚
く
な
っ
て
き
た
。
雲
間
か
ら
顔
を
の
ぞ
か
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と
、
不
吉
な
紅
色
に
染
ま
っ
て
き
た
。
火
事
に
気
が
つ
い
て
か
ら
、

半
刻
も
た
っ
て
い
な
か
っ
た
。
月
影
は
絶
え
て
、
あ
い
た
い
と
し

た
顎
が
、
四
辺
に
た
だ
よ
い
、
黒
雲
は
夜
空
を
覆
っ
た
。

案
の
上
、
内
記
が
中
門
廊
か
ら
庭
に
出
て
き
た
。
梅
林
の
中
に

立
っ
て
い
る
定
家
を
み
つ
け
て
、
そ
ば
へ
走
っ
て
来
た
。

「
大
火
事
で
ご
ざ
い
ま
す
よ
。
車
の
準
備
が
で
き
ま
し
た
の
で
、

お
い
そ
ぎ
下
さ
い
。
裏
の
左
少
将
実
教
様
の
屋
形
に
も
、
火
が
移

っ
た
由
で
ご
ざ
い
ま
す
。
す
ぐ
に
、
こ
ち
ら
の
方
も
、
火
が
ま
わ

っ
て
く
る
の
に
、
ち
が
い
あ
り
ま
せ
ん
」

し
か
し
、
定
家
は
そ
れ
に
肯
ん
じ
な
か
っ
た
。
火
事
だ
と
わ
か

っ
た
と
き
に
、
そ
れ
を
見
て
い
た
い
と
い
う
気
持
を
押
え
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
。

「
私
は
、
も
う
少
し
こ
こ
に
い
る
か
ら
、
先
に
車
を
出
し
て
く
れ
。

火
が
飛
ん
で
く
る
と
い
っ
て
も
、
今
す
ぐ
に
燃
え
る
わ
け
で
も
あ

る
ま
い
」

す
転

恒
河
の
沙
の
数
ほ
ど
の
無
量
の
火
の
粉
が
天
空
を
な
が
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
そ
れ
が
頭
上
に
ふ
り
そ
そ
い
だ
。
定
家
の
と
こ
ろ

に
も
煙
が
せ
ま
っ
て
き
た
。
彼
は
そ
れ
で
も
動
か
な
か
っ
た
。
書

庫
に
お
さ
め
ら
れ
た
蝦
し
い
文
書
の
こ
と
が
脳
裏
を
か
す
め
る
。

先
祖
か
ら
伝
来
し
た
も
の
や
、
入
道
が
必
死
の
お
も
い
で
蒐
集
さ

れ
た
も
の
な
ど
、
彼
も
わ
ず
か
に
読
ん
だ
ば
か
り
で
、
多
く
は
未

見
の
貴
重
な
も
の
で
あ
っ
た
。

寝
殿
の
大
屋
根
の
下
に
は
、
す
で
に
火
が
入
り
込
ん
で
い
る
。
軒

先
か
ら
、
蛇
の
舌
の
よ
う
な
、
な
め
ら
か
な
紅
蓮
が
出
て
い
る
。
白

煙
に
つ
つ
ま
れ
た
屋
形
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
火
の
手
が
あ
が
る
。

ゆ
る
や
か
に
傾
斜
し
た
桧
皮
の
表
面
か
ら
も
火
が
燃
え
出
し
た
。

定
家
が
生
ま
れ
て
こ
の
方
、
火
事
は
日
常
沙
飯
の
こ
と
だ
っ
た
。

治
承
元
年
の
大
火
で
は
、
樋
口
富
小
路
よ
り
火
が
出
て
、
大
内
裏

を
は
じ
め
と
し
て
、
有
名
な
御
殿
が
次
々
と
炎
上
し
、
ま
た
た
く

間
に
、
都
の
三
分
の
一
を
焼
失
し
た
。
保
元
二
年
に
建
て
ら
れ
た

太
極
殿
は
、
わ
ず
か
二
十
年
あ
ま
り
で
、
故
少
納
言
入
道
信
西
の

野
望
と
共
に
、
灰
焼
に
帰
し
た
。
地
獄
の
火
の
車
の
よ
う
に
、
都

の
空
を
縦
横
に
、
焔
が
駈
け
め
ぐ
っ
た
。
日
吉
山
王
の
使
い
の
猿

が
、
手
に
手
に
松
明
を
持
っ
て
、
比
叡
山
か
ら
下
り
て
き
て
、
火

を
放
っ
た
と
い
う
噂
が
飛
ん
だ
。
京
洛
は
、
往
生
要
集
さ
な
が
ら

の
、
炎
熱
地
獄
の
巷
と
化
し
た
。
阿
鼻
叫
喚
の
無
間
奈
落
だ
っ
た
。

定
家
は
、
懇
か
れ
た
よ
う
に
、
次
々
と
猛
火
に
お
そ
わ
れ
て
い

く
街
を
さ
ま
よ
っ
た
。
逃
げ
ま
ど
う
人
々
も
、
車
馬
も
、
人
家

も
、
屋
形
も
、
こ
と
ご
と
が
赤
く
炎
に
そ
ま
っ
て
、
末
世
の
劫
火

に
焼
き
尽
さ
れ
た
。
彼
が
病
を
得
た
の
は
そ
れ
か
ら
ほ
ど
な
く
し

て
だ
っ
た
。

寝
殿
が
燃
え
て
い
た
。
定
家
が
生
ま
れ
育
っ
た
五
条
の
屋
形
が
、

彼
の
目
の
前
で
、
音
を
立
て
て
燃
え
て
い
る
。
鰐
し
い
火
の
粉
が

吹
き
あ
が
る
。
飛
火
は
梅
林
に
も
や
っ
て
来
た
。
目
も
あ
け
て
い

ら
れ
な
い
ほ
ど
の
煙
が
押
し
寄
せ
て
く
る
。
激
し
く
咳
込
ん
で
止

ま
ら
な
い
。
定
家
は
、
苦
し
そ
う
に
胸
元
を
お
さ
え
な
が
ら
、
な

お
炎
上
す
る
屋
形
を
見
て
い
た
。

「
燃
え
る
な
ら
、
燃
え
よ
」

と
、
呪
阻
に
も
近
く
、
心
の
中
で
叫
ん
だ
。

屋
形
も
、
御
子
左
家
も
、
京
師
も
、
何
も
か
も
燃
え
て
し
ま
え

ば
よ
い
。
そ
れ
は
、
四
百
年
の
澱
り
を
焼
き
尽
く
す
恩
寵
に
も
等

し
い
。
す
べ
て
の
係
わ
り
を
、
自
ら
の
手
で
絶
て
な
い
自
分
に
と

っ
て
、
火
炎
は
定
家
の
意
志
で
す
ら
あ
っ
た
。
い
っ
た
ん
滅
び
の

際
に
立
っ
た
定
家
に
と
っ
て
、
も
は
や
、
何
も
の
も
恐
れ
る
も
の

は
な
い
。
自
分
は
こ
の
炎
熱
地
獄
か
ら
何
か
を
学
び
と
る
こ
と
だ

ろ
う
。
そ
れ
は
、
妖
艶
な
滅
び
行
く
も
の
の
断
末
間
の
絶
叫
に
も

似
て
、
か
な
ら
ず
や
、
人
の
心
を
根
底
か
ら
く
つ
が
え
す
も
の
で

あ
る
。
そ
れ
を
教
え
た
の
は
、
左
馬
頭
行
盛
を
は
じ
め
と
す
る
平

氏
の
公
達
だ
っ
た
。
定
家
は
、
天
を
こ
が
す
劫
火
の
中
に
、
行
雄

と
、
彼
の
一
門
の
あ
の
女
を
見
た
。

「
新
し
い
も
の
は
、
古
い
も
の
の
瓦
喋
の
上
に
こ
そ
生
ま
れ
る
の

で
す
。
そ
し
て
、
い
っ
た
ん
生
ま
れ
る
と
、
古
い
も
の
を
、
徹
底

的
に
、
駆
逐
し
な
い
で
は
、
止
み
ま
せ
ん
」

定
家
が
も
た
れ
て
い
る
梅
の
木
も
、
白
い
煙
を
あ
げ
て
煉
り
出

し
た
。
い
ま
に
も
気
を
失
っ
て
し
ま
い
そ
う
な
の
に
、
彼
の
心
は

炎
上
す
る
屋
形
の
火
を
映
し
て
激
し
く
燃
え
て
い
た
。

（
つ
づ
く
）
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